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2.1 弁別的特徴と VOT 
 モンゴル語の阻害音における 2 系列の対立がどのような弁別的特徴によるものであるか
は、必ずしも意見の一致を見ていない。以下、正書法による表記と、音声学・音韻論によ
る分析を順に概観する。 
                                                     







（塩谷・プレブジャブ 2001: 2、山越 2012: 19）。 
 
表 1：阻害音を表すキリル文字とそのローマ字転写2 
п <p> т <t> ц <ts> ч <ch> к <k> 




ているとは限らない。例えば、中国語のピンイン表記では、<b>, <d>, <g> が無声無気音を
表すのに使われている。モンゴル語の場合も、無声／有声のローマ字転写が言語事実を反
映しているという解釈のほか、ロシア語で無声／有声の対立を表すキリル文字および転写
をモンゴル語にも当てはめたに過ぎないという解釈もあり得る (Svantesson et al. 2005: 13)。
ここでは、モンゴル語のキリル文字の転写に上記の文字が用いられているという事実を確
認するにとどめる。 
 モンゴル語の阻害音対立の音声学・音韻論的な分析においては、伝統的に strong / week や
fortis / lenis、tense / lax という用語が用いられているが、これらが音響的にどのような対立であ
るかは必ずしも明らかではない。例えば Poppe (1970: 30-34) では、laxの阻害音のうち/d, ʣ, ǰ/ は
必ず無声音で現れ、/b, g/ も語頭では必ず無声音で現れることを指摘している。一方、Tsoloo 
(1976) や Sambuudorj (2012) では、laxの阻害音は有声音に分類されている。 
 近年では、Svantesson と Karlssonが、モンゴル語の阻害音対立の弁別的特徴は基本的に帯気性
の有無によるという主張を展開している（Svantesson et al. 2005, Svantesson and Karlsson 2012な
ど）。彼らの主張は VOT (voice onset time) および母音の無声化の音響的データを示している点
で一定の説得力があるが、データが歯茎音系列の音声に限られており（つまり両唇音と軟口蓋
音に関するデータがなく）網羅的ではないという問題点がある。 








                                                     




 表 2：本稿で想定する阻害音の体系3 
 labial dental alveo-palatal velar uvular 
voiceless stop p t  k  
voiced stop b d  g ɢ 
voiceless affricate  ʦ č   








いことが指摘されている (Haggard et al. 1970, Kent and Read 1992)。また、第 1フォルマント 
(F1) に関しても、無声閉鎖音の破裂後では、有声閉鎖音の破裂後よりも F1 の開始周波数が
高いことが知られている (Kluender and Lotto 1994)。通言語的に見られる音韻的な有声性と
音響的特徴との対応は、高田 (2011: 14) にまとめられている。 
 
表 3：音韻的有声性と音響的特徴の対応（高田 2011: 14 表 1-1） 
音響的特徴 有声音 無声音 
閉鎖区間の低音源 有り 無し 
破裂における帯気性 無し 有り 
破裂におけるエネルギー密度 低い 高い 
F1カットバック 無し 有り 
F1開始周波数とその遷移 低から上昇 高 
F0開始周波数とその遷移 低から上昇 上昇無し 
 





                                                     











 調査語は、語頭に無声音を持つ語と語頭に有声音を持つ語、それぞれ 20語（計 40語）で
















 1音節語 2音節以上の語 





 つまり、語の音韻構造によって、第 1 音節のピッチが異なる。ピッチに対応する音響的
要素は基本周波数 (F0) であるので、語の音韻構造によって F0が異なることになる。したが
                                                                                                                                                                         
4  これらの音響的特徴は有声性の対立における特徴であり、帯気性の対立においても同様の特徴が
見られるかどうかは定かでない。そのため、仮にモンゴル語の阻害音が帯気性による対立であっ
た場合、表 3 に挙げた特徴が見られるという保証はない。しかし、有声性と帯気性が VOT に関
して連続的なものであることを考えれば、帯気性の対立においても表 3 に挙げたような音響的特
徴が観察される可能性は高い。また、モンゴル語の阻害音の対立が有声性によるものであれ帯気
































































 p, k の CVC（網掛けの部分）が長母音を含む語になっているのは、次のような理由によ
る。p, k は借用語にしか現れず、借用語において原語でストレスを持つ母音は長母音として









 インフォーマントは、モンゴル語ハルハ方言の母語話者 9 名（男性 4 名、女性 5 名、
17~20歳）である。録音は Zoom H4n Handy Recorder (WAV, 44.1kHz / 16bit) と AKG Micro 
Mic C520を用いて行った。調査語は、以下のキャリア文に入れて読み上げられた。 
 
 (1) a.            ged-eg     nj      juu  we? 《   というのは何ですか》 
              言う-HAB  3. POS  何  INT 
 b. bii                   geǰ    xel-sen. 《私は   と言った》 




 一部のインフォーマント（9 名中 4 名）は、(1) の前に語単独での読み上げも行った。これ
は調査者が意図しないものであったが、分析に利用できるデータであるため、分析対象に
加えた。 





語数 キャリア文の数 回数 インフォーマント数 データ数 
40 3（単独発話・(1a)・(1b)） 3 4（AS, TG, NS, BG） 1440 
40 2（(1a)・(1b)） 3 5（NE, JB, ZZ, BE, GM） 1200 




 録音された音声を praat (Boersma and Weenink 2012) を用いて分析した。まずは語頭阻害音
の閉鎖の開放と声帯振動開始の地点をそれぞれ同定する。次に、声帯振動開始地点から 0ms, 
10ms, 20ms, 30ms後の基本周波数および第 1フォルマントの値を測定し、それぞれ F0i, F0ii, 
F0iii, F0iv、F1i, F1ii, F1iii, F1ivとする。 
 F0 に関しては、声帯振動直後では測定値が得られない場合がある。そのため、F0i ~ F0iv
において最初に測定値が得られた地点の値を F0の開始周波数とする。また、F0開始周波数
と、そこから 10ms 後における F0 周波数を比較し、後者の値から前者の値を減じたものを
F0gとする。F0gは F0 の遷移に相当し、値がプラスであれば F0 が上昇したことを、マイナ
スであれば下降したことを示す。なお、母音の無声化によって F0 が全く測定できない例も
いくつかあった。それらは分析対象から除外している。 
 一方 F1 に関しては、声帯振動開始時には F1 の動きが安定していないため、誤測定と思
われる測定値（例えば 2倍や 2分の 1の値を測定したと思われる値）が得られることが少な
くない。そこで、ある一点における測定値のみを利用するのではなく、F1i, F1ii, F1iii の中央
値を F1 開始周波数とする。また、観測点を 10ms ずらした F1ii, F1iii, F1ivの中央値を算出し、




 そして、語頭が無声音のものと有声音のものとの間で F0 開始周波数、F0g、F1 開始周波
数、F1g を比較する。話者によって声帯の長さや声道の形状などが異なるため、当然のこと
ながら F0 や F1 の値は同じ語でも話者によって異なる。また、3.1 節で述べたように、語の
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4 調査結果 1：F0 
4.1 F0の開始周波数 
 語頭が有声音の語と無声音の語のペアにおいて、どちらの F0 開始周波数が高いかを比べ
た上で、「有声音の F0開始周波数 < 無声音の F0開始周波数」となるペアと「有声音の F0
開始周波数 > 無声音の F0 開始周波数」となるペアの数を比較する。2.2 節で示したように、
F0 の開始周波数は有声音で低く、無声音で高いことが指摘されている。この傾向がモンゴ
ル語にも当てはまるならば、「有声音の F0 開始周波数 < 無声音の F0 開始周波数」となる
ペアの数が「有声音の F0 開始周波数 > 無声音の F0 開始周波数」となるペアの数よりも多
いことが予想される。 
 図 1は、「有声音の F0開始周波数 < 無声音の F0開始周波数」となるペアと「有声音の
F0開始周波数 > 無声音の F0開始周波数」となるペアの割合を表したものである。 
 
                                                     








 図 1から、多くのインフォーマントにおいて「有声音の F0開始周波数 < 無声音の F0開
始周波数」となるペアが 50%を超えていることがわかる。このことは、ペアとなる語で比





 次に、ペアとなる語における F0 開始周波数の値の差に注目する。図 2 は、ペアとなる語









































「有声音の F0 開始周波数 < 無声音の F0 開始周波数」という傾向が現れていることがわか
る。無声音の F0開始周波数と有声音の F0開始周波数の間で対応のある場合の t検定を行っ









 本節では、F0 の遷移 (F0g) について分析する。表 3 に示したように、F0 は有声音で上昇
し、無声音では上昇しないことが指摘されている。この傾向がモンゴル語にも当てはまる
かどうか検討する。 






                                                     








































の割合が 50%を上回っている。このことから、「無声音では F0 が上昇しない」とも言い難
いことがわかる。 






 図 4から、「有声音では F0が上昇する」という傾向は見られないことがわかる。むしろ、
有声音で F0 が下降し、しかも無声音よりも下降の度合いが大きいケースが多い。他方、無
声音に関しては、F0g の平均値は概して小さく、プラスの値を取るインフォーマントにおい
てもその値は 2Hz未満という小さな値であることから、「無声音では F0 が上昇しない」と
捉えることは不可能ではない。しかし、有声音の結果と併せて考えた場合に、「有声音で


































 5 調査結果 2：F1 
5.1 F1の開始周波数 
 続いて、F1 の分析に移る。分析方法は F0 の場合と同じく、まずは「有声音の F1 開始周
波数 < 無声音の F1開始周波数」となるペアと「有声音の F1開始周波数 > 無声音の F1開始
周波数」となるペアの数を比較する。表 3 に示したように、F1 の開始周波数は有声音で低
く、無声音で高いことが指摘されている。この傾向がモンゴル語にも当てはまるならば、
「有声音の F1開始周波数 < 無声音の F1開始周波数」となるペアの数が「有声音の F1開始
周波数 > 無声音の F1開始周波数」となるペアの数よりも多いことが予想される。 
 図 5 は、「有声音の F1 開始周波数 < 無声音の F1 開始周波数」となるペアと「有声音の





 図 5 から、全てのインフォーマントで「有声音の F1 開始周波数 < 無声音の F1 開始周波
数」となるペアの割合が 50%を超えていることがわかる。つまり、有声音における F1 開始
周波数は無声音における F1開始周波数よりも低いという傾向が見られ、この傾向は表 3に
示した傾向と合致する。 
 次に、ペアとなる語における F1 開始周波数の値の差に注目する。図 6 は、ペアとなる語
























員でプラスの値となっていることから、平均値としても「有声音の F1開始周波数 < 無声音
の F1 開始周波数」という傾向があることがわかる。無声音の F1 開始周波数と有声音の F1
開始周波数の間で対応のある場合の t 検定を行った結果、全てのインフォーマントにおいて
1%水準で有意差が検出された。 




 次に、F1 の遷移 (F1g) について分析する。表 3 に示したように、F1 は有声音で上昇する
ことが指摘されている。この傾向がモンゴル語にも当てはまるかどうか検討する。 
























 図 7から、どのインフォーマントでも、有声音では F1 が上昇する語が多いことがわかる。
割合としても、チャンスレベルである 50%を大きく上回っている。一方、無声音に関して
は、F1が上昇する語が多いとは言えない（むしろ F1が下降する語が多い）と言える。 




































































 語頭阻害音において見られる F0 および F1 の特徴について、先行研究の指摘と本研究で
得られたモンゴル語の結果をまとめると、以下のようになる。 
 
表 7：語頭阻害音の F0, F1のまとめ 
音響的特徴 
先行研究による指摘 モンゴル語での結果 
有声音 無声音 有声音 無声音 
F0開始周波数 低 高 低い傾向 高い傾向 
F0の遷移 上昇 上昇無し 違いはない 
F1開始周波数 低 高 低 高 


























1: 1人称   3: 3人称    HAB: 形動詞 習慣    INT: 疑問小辞   NOM: 主格    POS: 所有 
PP: 形動詞完了   QUOT: 引用    SG: 単数  
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